







  （ 1 ） 財閥解体と日本亜鉛鉱業㈱
  （ 2 ） 労働組合の組織化
2 ．敗戦直後の中龍鉱山の経営
3 ．中龍鉱山争議の始まり
  （ 1 ） 争議の推移の概要
  （ 2 ） 組合側の再建案
  （ 3 ） 経営側の組合批判
4 ．人員整理の断行
  （ 1 ） 第一次整理発表前夜
  （ 2 ） 第一次整理発表の断行






























































































































































昭和11 41,041.00 2.20 9.50 917.00 4,797.00
12 61,183.00 1.00 6.90 691.70 6,459.00
13 122,497.00 0.70 5.70 1,155.00 10,345.00
14 124,722.00 0.66 5.90 1,331.60 11,632.50
15 131,338.00 0.72 5.50 1,233.00 11,110.50
16
上期 75,997.00 0.56 4.70 637.00 5,740.00 417 884
下期 67,615.00 0.53 4.70 490.60 5,332.00
17
上期 71,522.00 0.52 4.20 490.60 5,160.00 367 799
下期 69,433.00 0.57 4.10 601.60 4,589.00
18
上期 76,071.00 0.70 3.90 763.70 4,910.70 406 850
下期 56,250.00 0.61 3.20 564.50 2,662.00
19
上期 26,615.00 0.31 2.80 199.00 1,152.00 585 1,130
下期 30,225.00 1.13 4.40 535.00 2,223.00
20
上期 42,627.00 0.85 3.80 569.00 2,759.50 466 1,109
下期 19,888.00 0.74 3.90 242.60 1,309.00 324 869
21
上期 36,056.00 0.66 4.20 368.80 2,563.00 357 899
下期 2,803.00 0.69 3.50 291.00 1,497.00
22
上期 39,716.00 0.59 3.30 375.00 2,167.80 280 689
下期 35,594.00 0.70 3.60 385.00 2,050.70
23
上期 31,902.00 0.71 3.40 367.70 1,673.90 240 616
下期 30,514.00 0.70 3.50 347.00 1,606.00
24 上期 22,245.00 0.78 4.00 262.00 1,429.00 212 562
表1　中龍鉱山の生産の推移（昭和11年度～24年度上期）









































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （現状）　　　　（200 /daily）　現状ニ対スル比率
　　　　処理鉱量（270 /daily） 6,750  　 5,000  　 64.％
　　　　　品位及採収金属量　鉛 （0.56％）29.8 　 （0.7%）28.   　 94.　 aver.
　　　　　　　　　　　　　亜鉛 （3.4　 ）179.8 　 （4.5  ）174.5 　 97.　 96％
　　　　　生産精鉱量　　　　鉛 57.4/M 50.9/M 89.　
 96％
　　　　　　　　　　　　　亜鉛 363.0/M 354.6/M 97.　
　（ロ）所要人員ノ比較
　　　　坑内人員 240人　 206人　 86 　
　　　　坑外 〃 460　　 284　　 62 　
　　　　　　　　計 700　　 490　　 65 　
　（ハ）精鉱瓲当仕上原価ノ比較（配当利潤、準備積立金ヲ含マナイ）
　　　　（物品代ヲ全テ7月体系トシテ）
　　　　鉛精鉱 @ ￥18,000.- @ ￥15,670.- 87 　
　　　　亜鉛精鉱 @  　8,200.- @  　7,030.- 86 　
　　　　（当分ノ間単一事業所ナル為間接費ノ負担ハ大トナリ直接費トノ比較ハ現状
　　　　　62：38ニ対シテ58：42トイフ比率ニナル為、急戟ナ原価ノ引下ハ困難デアル）
　（ニ）生産費総額ノ比較 ￥4,030千円 ￥3,222千円 80%　
　　 此レニヨレバ略現在ノ生産能力ヲ低下セシメズシテ経費ヲ合理化シ、金融操作ノ負担ヲ軽減スルコトガ可能デ
アルトノ見透シガツイタ。












































































































































































































































 （ C ）採鉱計画再建案（別冊）





























































































































































































































































































































































































































































































消滅はしていないと判定し、 7 月 3 日、双方に提示した。












































































































































































　 1 ． 法定休業手当（賃金の 6 割）は 9 月末日まで支給し、約120万円をこれにあてる。
　 2 ． 退職手当として425万円支給し、一律平均賃金の 1 か月分を支給するとともに、残額を勤続に
応じて加給する。また旧職員には内規に基づき総額40万円を支給する。
　 3 ．移転料補助として総額100万円、旅費総額30万円を本年中の離山者・家族に支給する。
　 4 ． 6 月24日付の第一次解雇者115名に対して特別に65万円支給する。
　 5 ． 就職先の探索金として総額20万円を準備する。



















































































































22）『福井新聞』1949年 8 月 8 日、 9 日、12日。
23）『福井新聞』1949年 8 月18日。







25） 日本亜鉛鉱業株式会社取締役会議案「休山ニ関スル方針取極メ」（昭和24年 8 月19日）（「中竜005」）。なお、この
ときの取極めでは、 8 月25日に休山するとされていた。
26）「中竜006」。
27）「中竜006」。
